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平成 30 年度事業報告 

平成30年5月1日～平成31年4月30日まで 

 

公益社団法人ア・ドリーム ア・デイ IN TOKYO 

 

【活動経過】 

平成30年度は10家族の受け入れを目指し、11家族12病児の受け入れを実施しました。 

のべ13家族の申し込みを受理して準備をしましたが、そのうち 2家族は、お子さんが体調を崩した

ため、旅行を中止しました。 

受け入れ中に病児本人や兄弟姉妹が体調を崩すことは一切なく、全てのご家族が東京旅行を心より

楽しまれました。これまでに希望が多かった複数のご家族の同時受け入れを初めて実施し、ご家族

同士の交流の場づくりができました。また、双子の病児の受け入れも初めて実施し、遠出の旅行が

困難なご家族のサポートができた点は法人にとって有意義な活動となりました。 

 

【受け入れ実績】 

12病児とそのご家族（11家族61名）を東京へ招待しました。宿泊は、ニチレイ研修センター「ス

コレ雪ヶ谷」を無償でお借りしたほか、民間のホテルも利用しました。病児の居住地は次の8都道

府県でした。埼玉県、群馬県、三重県（3名）、兵庫県、岡山県、福岡県、大分県、沖縄県（3名） 

 

 

◎難病児の受入れ推進 

口コミでの申し込みが最も多く、問い合わせ・申し込みともに絶えることがなく増加しています。

学会への出展を開始した平成 28 年以降、小児がんのお子さんのご家族からの申し込みが増加傾向

にあります。また、すでに令和3年4月まで待機時間が伸びているため、待ち時間の短縮が今後も

引き続き大きな課題となっています。 

 

◎寄付金の獲得状況 

○財源の状況 

下記の企業・団体・個人さまからご支援をいただきました。 

① 社員(会費) 

株式会社ソレイユ 

2名の新規個人会員と既存の個人会員 

                               ¥210,000 

② 寄付金・助成金 

一家明成様 

MS&ADインシュアランス グループ ホールデングス株式会社 

MS&ADゆにぞんスマイルクラブ 

東京アメリカンクラブ婦人会 

三菱重工業株式会社 

日本労働組合総連合会(連合) 
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ボランティア・ベンダー協会 

NPO）MCF（docomo市民活動助成） 

公財）お金をまわそう基金 

在日米国商工会議所 

大和ハウス エンドレス募金 

公益財団法人公益推進協会「横寺敏夫 患者と家族の支援基金」 

小林製薬青い鳥財団「平成30年度小林製薬青い鳥財団賞」 

パーソルホールディングス株式会社 

Yahoo!ネット募金 

三菱重工相模原ダイナボアーズ 

ノジマステラ神奈川 

FC琉球 

他個人のご寄付、イベント時の募金、店舗への募金箱設置など 

                                                       小計 ¥22,130,424 

                                                              合計  \22,340,424 

 

◎組織的な運営に向けた取り組み 

難病児とご家族の東京での「おもてなし」は、企業ボランティアを中心に担っていただいています。

平成31年3月から新たに丸紅株式会社からのボランティア派遣がはじまり、多くの方々が病児とご

家族の旅を支えて下さるようになりました。受け入れの現場以外の広報、渉外、事務支援のボラン

ティアも申し出があり、サポート人材が順調に増えています。 

 

○受入れ難病児とご家族へのサービス提供 

宿泊施設 

 株式会社ニチレイ様から無償でご提供をいただいています。施設の繁忙期には、民間のホテルを

借りて実施しております。 

 

都内滞在中の乗り物について 

 車両は全てレンタカーで賄っています。 

 

ボランティアのサービス提供について 

 日本たばこ産業株式会社、三菱重工業株式会社、丸紅株式会社の3社から安定的に社員ボランテ

ィアが多数参画しています。症状の重い医療的ケア児の（主に）飛行機での移動時に、東京都立

小児総合医療センターの医師が同行ボランティアに加わり、彼らの呼びかけにより医師ボランテ

ィアが4名に増員しました。 

 

 

○資金調達 

 日本企業の有する財団からの顕彰と助成金は増額しました。半面、助成金は費用の使い道と期間

に大きな制限があるため、取得には上限を設けて寄付金・会費の獲得に努めてきました。 

 また、スポーツチームによる募金の呼びかけやチャリティイベントの開催により、チームのファ

ンの方々などの寄付が大きく増加しました。団体の WEBサイトにクレジット寄付機能を設けたこ

とで、団体宛の直接の個人寄付も徐々に増えています。 
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○業務体制 

外部の人材に協力を仰ぎながら、渉外・広報・ITシステム活用の強化を進めています。 

 

○渉外/宣伝のためのツール及びサポーターのバックアップ体制  

秋に受け入れをしたご家族の同意と協力を得て、ご家族の写真やコメントを用いた冊子を作成し

ました。事業の様子がよくわかる資料が整ったことで、募金イベントの場等で配布を行うことが

出来、広報がしやすくなりました。また、すでに旅行に招待したご家族に協力を求め、旅の意義

や旅行の感想などを取材し、WEB サイトに掲載を開始しました。企業ボランティアの中で渉外の

サポートを申し出てくれた方にも情報発信を担っていただいています。 

 

○役員会、社員総会の開催 

法人の運営ならびに理事会決議事項の発生により、以下の日時で理事会、社員総会を開催しました。  

 

■理事会  

平成30年 

5月19日(土)  

平成30年 

6月3日(日) 

平成31年 

  1月13日（日） 

平成31年 

4月13日（土） 

  

■定時社員総会 

平成30年 

 6月3日(日) 

 

 


